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マネーツリー株式会社 
 

マネーツリーが三菱UFJ信託銀行の 
「資産形成プラットフォーム」と連携 

～他行情報を含めた資産管理、ライフプランシミュレーションが可能に～ 
 
マネーツリー株式会社（本社：東京都港区、代表取締役：ポール チャップマン、以下「当社」）は、三菱UF
J信託銀行株式会社（本店：東京都千代田区、取締役社長：池谷 幹男、以下「三菱UFJ信託銀行」）が、202
0年2月1日に機能追加提供を開始した、同社の企業型確定拠出年金導入企業を中心としたお取引先企業の従
業員の皆様向けのオンラインサービス「資産形成プラットフォーム」に、当社の金融インフラプラットフォ
ーム「MT LINK」が採用されましたのでご報告します。

 
この連携により、利用者は「資産形成プラットフォーム」内で当社の「Moneytree 」と連携することで、
自行はもちろんのこと他行の銀行口座や証券口座の金融資産と併せて一元管理、全体把握し、自身のライフ
プランシミュレーションに役立てることができます。さらに他行の個人型確定拠出年金（iDeCo等）へも接
続し、現在の状況を踏まえた上で利用者の入力値に基づいた定年時受取予測額をシミュレーションし、より
着実な未来への備えをサポートします。 

 
（イメージ画像） 

 



「MT LINK」は、どのようなアプリのインターフェイスにも柔軟に対応できることや、セキュリティやプラ
イバシーに配慮したサービスであることなどが評価され、金融機関での採用が拡大しています。 今後も、優
れたデジタル体験を提供し、金融機関の重要課題であるデジタル戦略の推進とお客さまの資産形成に貢献し
てまいります。 

 
三菱UFJ信託銀行「資産形成プラットフォーム」について 
「資産形成プラットフォーム」は、三菱UFJ信託銀行のお取引先企業の従業員の皆様を対象に、各人の将来の
ライフプランやマネープランを一体的に把握することを可能とするもので、自身の資産形成の在り方につい
て考えるきっかけをご提供します。加えて、ライフプラン・マネープランに係る課題点発見をお手伝いし、
更に当該課題の解決方法として、投資信託を活用した資産運用シミュレーション等の各種アドバイスを行う
サービスです。 

マネーツリーについて 
2012年に日本で創業し、2013年より金融資産を一元管理できる個人資産管理サービス「Money
tree」を提供している。2015年より企業向けの金融インフラサービス「MT LINK」の提供を開始
し、金融・会計業界の標準APIとして認知される。2017年にオーストラリア市場へ進出。米国セ
ールスフォース・ドットコム、三大メガバンク系ファンド、SBIインベストメント、地域金融機関
系ベンチャーキャピタル、海外大手運用会社から出資を受ける。人々に信頼されるプラットフォー
ムの構築を目指す。 
 
MT LINKについて 
MT LINKは、国内2,700社以上の銀行口座、クレジットカード、電子マネー、マイル・ポイント
カード、証券口座の金融データを集約するAPIを提供している。マネーツリーのコアバリューはサ
ービスにおける業界最高水準のセキュリティ、プライバシー保護、透明性の実現。MT LINKは金
融業界を中心に、新しい価値を提供する中立性の高い金融インフラプラットフォームとして認知さ
れ、現在、みずほ銀行、三井住友銀行、弥生、TKC、地方銀行、信用金庫など約60社に採用され
ている。 
ウェブサイト：https://link.getmoneytree.com/ 
 
会社概要 
会社名：マネーツリー株式会社 
代表取締役：ポール チャップマン 
資本金：13.3億円（資本準備金を含む）2018年12月時点 
設立日：2012年4月23日 
ウェブサイト：http://moneytree.jp 
 
本件に関するお問い合わせ先 
マネーツリー株式会社  広報担当 
E-mail: press@moneytree.jp 


